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平成２９年 ３月 １日

選挙管理委員会事務局

川崎市区選挙事務改善計画 

１ 計画策定の目的 

 平成２８年７月１０日執行の参議院議員通常選挙を行う中で、予定した開票終了時刻を大幅に超

えて事務を行う事例、正しい分類が行われずに票が混入し点検に時間を要した事例、投票者数を上

回る票数が確認された事例が生じるなど、投票事務及び開票事務において改善に取り組むべき事象

が確認されたことから、平成２９年１１月１８日に任期満了を迎えることにより執行が予定される

川崎市長選挙に向け、川崎市選挙管理委員会事務局及び区選挙管理委員会事務室において、より適

正で円滑な選挙事務の執行に向けた取り組みにかかる川崎市区選挙事務改善計画の策定を行う。

２ 改善に取り組むべき事象と取り組みの方向性 

（１）開票事務に要した時間が増長している点

平成２８年７月１０日執行の参議院議員通常選挙の開票事務に要した時間をみると、過去２回の

同選挙の結果と比べ、全市確定時刻、所要平均時間とも増長する結果となった。この要因としては、

一層複雑化する選挙制度や人事異動などにより開票事務の中核などを担う職員の不足、不適切な開

票事務が他自治体で行われた状況を踏まえ、より丁寧かつ正確に事務を行うよう心掛けたことなど

が考えられる。

開票事務に要する時間が増長している点については、本市区のみならず神奈川県下各市区町村に

おいても同様の傾向が表れている状況にあるが、投票事務及び開票事務は、法令に即し、適正に行

うことを第一に求めるべきものであると同時に、選挙の結果について選挙人や候補者等の関係者に

速やかに知らせることも求められることから、円滑に各事務を行うことも必要である。

この点、今一度、各事務について、法令に即し、適正かつ円滑に行うべく、選挙事務に対する意

識の向上や開票作業の効率化などに資するための選挙事務研修の拡充、投票事務における投票者総

数の正確な数の把握の徹底や、投票者総数と開票所で確認した投票用紙の数の差に疑義が生じた場

合における速やかな対応を標準化するなどに取り組む必要がある。

【参考：本市の参議院議員通常選挙における開票時間の変化】

平成 22年 平成 25年 平成 28年※
参議院議員

選挙区選挙

全市確定 24:31 
所要平均 184分

全市確定 25:01 
所要平均 194分

全市確定 25:31 
所要平均 233分

参議院議員

比例代表選挙

全市確定 26:41 
所要平均 291分

全市確定 26:41 
所要平均 287分

全市確定 28:45 
所要平均 349分

 ※開票開始時刻を 15分遅らせ 21:15とした。

（２）混入票が確認された点

 各区においては、過去、県内他市において生じた混入票発生事例を契機に、県及び本市において

策定した開票事務における混入票防止基準に従い事務を行ってきたところであるが、今回、混入票

が生じた事実が明らかとなったことから、開票事務の実態を今一度確認し、基準も含め見直すべき
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ところはないか点検を進める必要がある。

（３）投票者総数を上回る投票が確認された点

 開票事務において、投票者総数を上回る投票が確認されたことについては、投票者数の把握に潜

在的な事務誤りが生じていた可能性が考えられるほか、過去、他市においては投票用紙が投票所に

持ち込まれたとの事例も生じていることから、今一度、投票事務における投票者数の適正な把握に

努めるとともに、投票所のレイアウトや人員配置の見直しなどを行い、投票所外から投票用紙が持

ち込まれるなどの不正が行われる余地がないよう事務の見直しを行う必要がある。

また、開票事務においても、投票者数の確認、投票数の計数、結束などの事務について、一層丁

寧に行うことで、より適正かつ円滑に、開票事務が進められるよう事務改善に取り組む必要がある。

３ 具体的な改善計画 

具体的な改善計画については次のとおりとする。

なお、実施内容には、市長選挙後も引き続き取り組むべきものも含まれている。

また、改善計画を円滑に推進するため必要な場合には、状況に応じ市及び区選挙管理委員会の事

務局及び事務室の体制の拡充や、平常時及び選挙時の選挙の執行体制及び職員の協力体制等につい

て、関係部署との調整を行う。

（１）選挙事務全般 

実施項目 実施内容、主な取り組み

実施時期

H29/ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
①市職員の選

挙事務に対す

る意識の向上

職員を対象にした選挙事務の重要性

を再確認できる研修手法として、ｅラー

ニングを用いた研修等を導入する。

所属の責任者である課長級職員を対

象にした研修の実施に向け調整を行う。

②他自治体選

管への視察、

人事交流等の

推進

市区選管職員のスキル向上等を目的

に、近隣自治体の選挙事務を視察等する

ことにより、本市の選挙事務の改善に資

する。

③各種手引き

や基準、事務

の見直し

投票事務、開票事務の従事者に分かり

やすい資料の提供を行うべく、手引き等

の内容、構成について見直しを行う。

④選挙事務従

事職員協力体

制の見直し

投票事務、開票事務、期日前投票事務

の適正な管理執行に資する職員の協力

体制について必要な見直しを行う。

川

崎

市

長

任

期

満

了
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（２）投票事務 

実施項目 改善内容、主な取り組み

実施時期

H29/ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
①投票事務従

事体制の見直

し

投票所規模及び当日投票システムの

導入を見据えた従事体制の見直しを行

う。

②投票所レイ

アウトの見直

し

適正な選挙の管理及び当日投票シス

テムの導入を見据えた投票所レイアウ

トの見直しを行う。

③投票事務研

修の拡充

主に本庁職場の投票事務初任者を対

象に実施する投票事務研修について、受

講対象者の拡充を進める。

職員を対象にした投票事務にかかる

ｅラーニング研修を導入する。

④投票者数の

正確な把握

当日投票システムの導入を見据えた

投票速報事務の見直しを行う。

不在者投票、在外投票、点字投票等の

計上漏れや二重計上の防止を目的に関

係帳票の見直しを行う。

⑤投票用紙持

ち帰り防止の

ための注意喚

起

投票用紙は投票所から持ち出すこと

ができないことにつき、注意を促す場内

表示を行う。

⑥投票所の混

雑緩和

時間別投票率などの情報から比較的

投票所が空いていると見込まれる時間

を広報する。

⑦各投票所に

おける事後ア

ンケートの実

施

各投票所における投票環境の向上、事

務の改善を目的に投票所職員向けにア

ンケートを実施する。

川

崎

市

長

任

期

満

了

選挙後回収
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（３）開票事務 

実施項目 改善内容、主な取り組み

実施時期

H29/ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
①投票物品受

領事務体制の

強化

投票所から送致される残余投票用紙

について再確認を行うなど確認体制の

充実を図る。

②開披分類作

業の正確性向

上

開披分類作業における分類種別の単

純化を行うことで正確な分類作業の徹

底を進める。

③審査係の体

制拡充

開披分類作業を単純化することによ

り増加が見込まれる審査票の対応に的

確な人員配置を行う。

④開票所主要

事務従事者の

常設（早期依

頼）

執行が予定される選挙に向け、開票ラ

インの早期確立を行い、意識の向上と知

識の習得に努める体制を整える。

⑤開票実務研

修の実施

各区の開票事務の標準化や責任者を

含む実務者の意識の向上を目的に、区に

おいて開票実務研修会を実施する。

⑥投票者総数

と開票所で確

認した票とに

差異がある場

合の対応

投票者総数と開票所で確認した票と

に差異がある場合の対応について、開票

事務従事者が理解し、速やかに行動でき

るよう事前の説明などを充実させる。

⑦混入票防止

のための開票

事務統一基準

の確認、見直

し

県内他市において生じた混入票発生

事例を契機に策定した同基準について、

昨今の開票事務の実態なども確認した

うえで、内容の更新を行う。

川

崎

市

長

任

期

満

了
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平成２９年 ７月２１日

選挙管理委員会事務局

川崎市区選挙事務改善計画取り組み状況 

 平成２９年３月１日に策定した川崎市区選挙事務改善計画について、現在の取り組み状況は次のとおりです。 

（１）選挙事務全般 

実施項目 実施内容、主な取り組み

実施時期

取り組み状況H29/ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
①市職員の選

挙事務に対す

る意識の向上

職員を対象にした選挙事務の重要性

を再確認できる研修手法として、ｅラー

ニングを用いた研修等を導入する。

 ４月１４日、ｅラーニングを用いた研修テキス

ト公開。同日各局へ受講を案内。

所属の責任者である課長級職員を対

象にした研修の実施に向け調整を行う。

 ４月２８日、新任課長研修で資料を用い説明。

 この他、各局所属からの依頼に基づき個別にも

選管から説明に伺う体制を整え、その旨６月６日、

庶務課長会議において説明。

 各区選管においても管理職会議等において、課

長級職員等を対象に説明を実施。

②他自治体選

管への視察、

人事交流等の

推進

市区選管職員のスキル向上等を目的

に、近隣自治体の選挙事務を視察等する

ことにより、本市の選挙事務の改善に資

する。

 ３月２６日執行の千葉県知事選挙に際し、市及

び区選管職員計９名により千葉市選挙管理委員会

の投開票事務を視察。

 ６月１８日執行の船橋市長選挙及び同市議会議

員補欠選挙に際し、市及び区選管職員計９名によ

り船橋市選挙管理委員会の期日前投票終了後事務

及び投票事務を視察。

川

崎

市

長

任

期

満

了
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実施項目 実施内容、主な取り組み

実施時期

取り組み状況H29/ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
③各種手引き

や基準、事務

の見直し

投票事務、開票事務の従事者に分かり

やすい資料の提供を行うべく、手引き等

の内容、構成について見直しを行う。

 投票事務、開票事務の各種手引きの見直しに着

手済み。

④選挙事務従

事職員協力体

制の見直し

投票事務、開票事務、期日前投票事務

の適正な管理執行に資する職員の協力

体制について必要な見直しを行う。

 投開票事務従事職員の配置基準を見直し、３月

２３日開催の選挙係長会議において各区に説明。

 各区において開票所主要事務従事者の早期従事

依頼を実施。

（２）投票事務 

実施項目 改善内容、主な取り組み

実施時期

取り組み状況H29/ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
①投票事務従

事体制の見直

し

投票所規模及び当日投票システムの

導入を見据えた従事体制の見直しを行

う。

 当日投票システムの導入のほか、選挙の適正な

管理執行に資するため、投票所職員及び市民従事

者の従事者数の見直しを実施。

②投票所レイ

アウトの見直

し

適正な選挙の管理及び当日投票シス

テムの導入を見据えた投票所レイアウ

トの見直しを行う。

 当日投票システム導入後の投票所レイアウト例

を作成、各区において各投票所のレイアウトの確

認、見直しに着手済み。

③投票事務研

修の拡充

主に本庁職場の投票事務初任者を対

象に実施する投票事務研修について、受

講対象者の拡充を進める。

 投票事務初任者等の参加機会を増やすため、市

及び一部の区で実施してきた投票事務研修会につ

いて、全区で開催又は開催に向けた調整を実施。

職員を対象にした投票事務にかかる

ｅラーニング研修を導入する。

 ｅラーニング研修の実施に向け資料の作成に着

手済み。≪実施時期再設定≫

任

期

満

了

川

崎

市

長

任

期

満

了
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実施項目 改善内容、主な取り組み

実施時期

取り組み状況H29/ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
④投票者数の

正確な把握

当日投票システムの導入を見据えた

投票速報事務の見直しを行う。

 投票速報事務の最適化、効率化を目的に、従来

の投票所入場整理券の枚数による方法から、当日

投票システムの受付数を用いる方法へと事務を見

直しに着手済み。

不在者投票、在外投票、点字投票等の

計上漏れや二重計上の防止を目的に関

係帳票の見直しを行う。

 関係帳票の見直しに着手済み。

⑤投票用紙持

ち帰り防止の

ための注意喚

起

投票用紙は投票所から持ち出すこと

ができないことにつき、注意を促す場内

表示を行う。

 今後、投票所場内掲示物の作成を予定。

⑥投票所の混

雑緩和

時間別投票率などの情報から比較的

投票所が空いていると見込まれる時間

を広報する。

 今後、投票所混雑状況の広報手法について検討

を予定。

⑦各投票所に

おける事後ア

ンケートの実

施

各投票所における投票環境の向上、事

務の改善を目的に投票所職員向けにア

ンケートを実施する。

 アンケートに記載する項目及び手法の検討に着

手済み。

選挙後回収

川

崎

市

長

任

期

満

了



4 

（３）開票事務 

実施項目 改善内容、主な取り組み

実施時期

取り組み状況H29/ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
①投票物品受

領事務体制の

強化

投票所から送致される残余投票用紙

について再確認を行うなど確認体制の

充実を図る。

 当日投票システムの導入に伴い新たに取り扱う

物品の厳格な管理方法の検討及び残余投票用紙の

確認方法などについて検討に着手済み。

②開披分類作

業の正確性向

上

開披分類作業における分類種別の単

純化を行うことで正確な分類作業の徹

底を進める。

 開披分類作業における分類の明確化を図り、候

補者氏名等が完全一致した投票のみを有効票と

し、それ以外を審査票として取り扱う方針を確認。

③審査係の体

制拡充

開披分類作業を単純化することによ

り増加が見込まれる審査票の対応に的

確な人員配置を行う。

 開票事務従事者における審査係の増員に向け配

置基準の見直しを実施。

④開票所主要

事務従事者の

常設（早期依

頼）

執行が予定される選挙に向け、開票ラ

インの早期確立を行い、意識の向上と知

識の習得に努める体制を整える。

 各区において開票所主要事務従事者への早期従

事依頼を実施。

 ６月２８日に高津区において開催した開票実務

研修会への参加等により開票事務の準備に着手済

み。

⑤開票実務研

修の実施

各区の開票事務の標準化や責任者を

含む実務者の意識の向上を目的に、区に

おいて開票実務研修会を実施する。

 ６月９日に幸区、６月２８日に高津区において

開票実務研修会を開催。高津区における開票実務

研修会には、各区の選管及び開票所主要事務従事

者が参加。 

川

崎

市

長

任

期

満

了
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実施項目 改善内容、主な取り組み

実施時期

取り組み状況H29/ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
⑥投票者総数

と開票所で確

認した票とに

差異がある場

合の対応

投票者総数と開票所で確認した票と

に差異がある場合の対応について、開票

事務従事者が理解し、速やかに行動でき

るよう事前の説明などを充実させる。

 開票事務説明会における説明に向け資料の見直

しに着手済み。

⑦混入票防止

のための開票

事務統一基準

の確認、見直

し

県内他市において生じた混入票発生

事例を契機に策定した同基準について、

昨今の開票事務の実態なども確認した

うえで、内容の更新を行う。

 混入票防止基準の見直しに着手済み。

川

崎

市

長

任

期

満

了
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選挙と職員の関わり
～選挙について知ろう～

1
選挙マスコット イックン

市職員にとって「選挙」とは、単に自分が投票に行くだけの
ものではありません。

投票所の運営や開票の事務に従事する場合に備え、選挙
の基本、職員に求められるものについて、よく理解しておきま
しょう。

■はじめに①
選挙事務は短時間に大量の業務を正確に行う必要があることなど

から、選挙の際は各部署、各職員の協力を得て執行しています。

平成28年7月執行の参議院議員通常選挙の投開票事務には、
2,400人程の市長部局等職員が事務に従事しました。
ここれは本市固有の状況ではなく、法令上、選挙執行の際には、
市長部局等の職員の従事が予定されています。

2

（参考） 地方自治法（抄）

第180条の3 普通地方公共団体の長は、当該普通地方公共団体の委員会又は委員と協議して、
その補助機関である職員を、当該執行機関の事務を補助する職員若しくはこれらの執行機関の管

理に属する機関の職員と兼ねさせ、若しくは当該執行機関の事務を補助する職員若しくはこれらの

執行機関の管理に属する機関の職員に充て、又は当該執行機関の事務に従事させることができる。

資料２－３
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■はじめに②

選挙事務は、市職員である以上、自らの業務の一つとしてとらえ従
事することが必要です。

選挙事務にあたる職員は、職務命令等により臨時に事務を行う者で
あっても、「臨時」という安易な考えから、その事務の執行上誤りを起こ
さないよう忠実に事務を行うことが求められています（公職選挙法273）

3

【重要】

選挙事務では、例え事務の誤りに起因するものであっても、訂正などを行うことが
法令上認められないケースがあります。一例として、事務従事者が誤って他の選挙
の投票用紙を交付したことにより、異なる選挙の投票が記載され投票箱に投函され
た場合であっても、一人一票の原則から再度投票用紙を交付することや、投票箱を
開け訂正するようなことはできません。
選挙人の貴重な一票を無駄にしないよう十分注意が必要です。

講義の内容

１ 公職の選挙の種類

２ 投票事務について

３ 開票事務について

４ 求められる心がまえ

4
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■１ 公職の選挙の種類
公職の選挙には「地方選挙」と「国政選挙」があります。

【地方選挙】

① 川崎市議会議員選挙・・・・現職議員の任期は平成31年5月
② 川崎市長選挙・・・・・・・・・・現市長の任期は平成29年11月
③ 神奈川県議会議員選挙・・現職議員の任期は平成31年4月
④ 神奈川県知事選挙・・・・・・現知事の任期は平成31年4月
※一般的に選挙は任期満了前30日の中で選挙を管理する選挙管理委員会が決定した
日に執行します。

※②の川崎市長選挙を除く３つの選挙は、法律で「統一地方選挙」として同日に執行され
ています。

※いずれも任期は４年のため、通常は４年に一度各選挙が執行されます。
5

■１ 公職の選挙の種類

【国政選挙】

①衆議院議員総選挙・・・・現職議員の任期は平成30年12月
②参議院議員通常選挙・・現職議員の任期は平成31年7月

及び平成34年7月
※衆議院には解散があり、任期満了によるものより解散による総選挙が一般的です。
※衆議院議員総選挙、参議院議員通常選挙とも、選挙区選挙と比例代表選挙の二つの
選挙があり、同日に執行されます。

※衆議院議員総選挙の執行の際には、最高裁判所裁判官国民審査も同日に執行され
ます。

※衆議院議員の任期は４年、参議院議員の任期は６年です。参議院議員は３年ごとに半
数が改選されます。

6



2017/7/11

4

■１ 公職の選挙の種類

7

⇒ 毎年１回～２回程度は、何かしらの選挙が執行されています。

⇒ 地方選挙、国政選挙の種類に関わらず、投票事務や開票事務は、
市が行うべき事務とされています。

⇒ 選挙について、単に「投票」するというものから、市の職員として、
「自らの業務の一つ」として、その管理執行に携わるものであるという
認識を持つことが重要です。

公職の選挙の種類についてのまとめ

■２ 投票事務について [投票所の概要]
選挙当日の投票所は、選挙人の投票環境などを考慮して、設置していま
す。

＊投票所 市内１６２か所 ※平成29年3月2日現在

（行政区ごとに町丁等により区域を分けて設置）

＊利用施設 小学校等の体育館など

＊投票時間 午前７時から午後８時まで

＊有権者数 １投票所あたり最大約15,000人、平均約7,500人
＊従事者数 投票所の規模により１０人から２０人程度

・・・運営体制について詳しく解説します。

8
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■２ 投票事務について [投票所の運営]
選挙当日の投票所の運営は次により行われています。

《市民従事者》

投票管理者１人、投票立会人２人、一般従事者５人～１４人

・・・以上の方々は、町内会等の推薦を受け選任します。

《市職員》

事務長１人、庶務係３人～４人（主任１人、一般庶務２～３人）、

用務員１人（用務員の従事がない投票所施設は職員）

・・・原則として各課等の所属ごとに一つの投票所で従事します。

9

■２ 投票事務について [事務従事体制]

10

（参考） 投票所の事務従事体制

投票管理者（1人）
（町内会等から推薦を受け
区選管が選任）

投票立会人（2人）
（町内会等から推薦を受け
区選管が選任）

◯庶務係（4人～5人※ ）
⇒市職員 ※用務員含む

・ 内１人は主任
・ 主任以外は他の係に交代
で従事

◯名簿対照係
◯投票用紙交付係
◯場内係
（5人～14人※）
⇒市民従事者
※選挙の種類、投票所の有権者数
により異なる

事務長（1人）
（投票管理者職務代
理者を兼ねます）
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■２ 投票事務について [選挙人の流れ]
投票所における選挙人の流れは次のとおりです。

①名簿対照係がシステム

で選挙人であることを確認

②投票用紙交付係が投票

用紙を交付

③選挙人が投票を記載

④選挙人が投票箱へ投函

11

・・・次に、投票所はどのように設営するのか確認します。

※平成29年秋の市長選挙から、受付方法を紙名簿からシステムに変更予定

※

※

投票所は、右のレイアウトの例に

より選挙期日の前日等に従事者が

協力して設営します。

また、選挙人の流れと事務従事者

の配置は例のとおりです。

12

《凡例》

・・・市職員

・・・市民従事者等

・・・次に、職員の役割について
確認します。

（参考）

投票所のレイアウト例

■２ 投票事務について [投票所レイアウト]
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■２ 投票事務について [市職員の役割]
市職員は投票所で次の役割に従事します。

＊事務長 ・・・投票管理者を補佐するとともに、投票所の事務全般

を統括します。

＊庶務係主任※・・・投票速報、特殊な投票（代理投票等）への対応、

投票録の調製などを担当します。

＊庶務係※ ・・・名簿対照係（受付）、投票用紙交付係、場内係に

交代で従事します。また、庶務係の中から主務とし

て受付システムの操作に責任を持つシステム担当

などを予め決めておきます。

※平成29年秋の市長選挙から、事務長以外の職員は「庶務係」として事務に従事します。
なお、従来の「庶務係」は「庶務係主任」として呼称を統一します。 13

■２ 投票事務について [準備スケジュール]
投票所の運営に係る準備等のスケジュールは次のとおりです。

14

投
票
日

朝6時半頃
～夜9時頃
まで従事

【区選管主催 投票事務説明会】
・投票日の１～２週間前に開催
・事務長、庶務係主任が出席
⇒（重要）事前準備を行う
・管理者、立会人へのあいさつ
・投票所担当の各職員と打合せ
・必要物品の受領、貼紙の作成
・食事の手配
・書類の事前作成 等

公示・告示日※

【市民従事者へ連絡】
・設営日時
・印鑑等持参品
～施設との打合せ後速やかに～

【投票所施設との打合せ】
・あいさつ含む
・鍵の管理の確認 等

【設営】

・投票日の前日又は
前々日に2～3時間程度
・市民従事者への事務
説明も行う

※公示・告示日は、選挙の種類により異なりますが、およそ選挙の期日14日ほど前の日です。
この日以降、正式に投票管理者が選任されたり、翌日以降期日前投票が開始されます。
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■２ 投票事務について [まとめ]

15

投票事務についてのまとめ

⇒ 投票所の運営は、市民従事者と市職員が協力して行います。

⇒ 事務誤りの発生を防ぐため、予め役割分担や事務内容の確認、

これにかかる打合せを十分に行うことが重要です。

■３ 開票事務について [開票所の概要]
投票が夜８時に終了した後、投票箱等は投票所の職員により開票所
へ送致されます。開票所では、投票箱を開いて各投票の有効無効を決
定し、候補者等ごとの票数を計算します。

＊開票所 原則として各行政区ごとに開票所を１ヵ所設置します

＊利用施設 学校やスポーツセンターの体育館など

＊開票時間 選挙当日の夜９時頃から２～４時間程度（選挙の種類、

従事する役割に応じて大幅に前後します）

＊開票する票数 約１０万票（開票区の有権者数、投票率などにより異なる）

＊従事者数 一選挙あたり約１４０人

16

・・・次に、運営体制について解説します。
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■３ 開票事務について [事務従事体制]

17

開票管理者（1人）
（区選管委員等）

開票所は、全体の責任者である開票管理者の下、各開票区の区役所

の部局を中心に体制が構成され運営されています。

開票立会人（3人～10人）
（候補者から届出された者等）

事務長
庶務係
分類・内容係
枚数（計数・結束）係
集計係
審査係
投票整理係
場内係
速報係 等

区役所以外の職場、
派遣職員等を中心
に多くの職員が従事

・・・開票事務の基本で
ある「分類・内容係」の
注意点等を確認します。

（１４０人ほど）

■３ 開票事務について [業務内容]

18

開票事務の基本である「分類・内容係」は、主に次の内容の作業を行います。

① 投票の混同作業

② 投票の分類作業

③ 有効投票の点検（２回実施）

⇒ 開票開始直後は特定の者を除き、従事者全員で票の開披・分類作業や分類内容

の点検を行い、進捗に応じ適宜、本来の係の業務にあたります。

⇒ ②の分類作業は、投票の天地裏表を揃えて分類し、③の内容点検で１枚ずつ裏表

や分類誤り（混入票）の有無の確認を行います。

⇒ 分類の際は、候補者の氏名や氏又は名等、予め開披台の分類板などに明示され

た分類を確認し、この分類の記載と「完全に一致」した投票をそれぞれ有効票として

分類します。
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【参考】開票所のレイアウト例及び票の流れ

19

■３ 開票事務について [開票所レイアウト]

■３ 開票事務について [まとめ]

20

開票事務についてのまとめ

⇒ 開票結果は選挙人や候補者の関心が高いものであり、選挙の締

めくくりとして行われる開票事務は、事務を正確かつ適正に行うとと

もに、円滑に行わなければなりません。

⇒ 開票の分類誤りなどが生じると、開票立会人の点検がより慎重に

なったり、全体的に開票の再点検を行う必要が生じるなど、開票事

務への信頼を損なうとともに、事務の進捗に大きな影響が及ぶ可能

性があることを理解の上、十分な準備と打合せ等を行うことが重要

です。
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求められる心がまえ

○ 選挙事務は、市職員であれば自らの所属の業務に加え、いつで

も事務従事を求められる可能性がある基本的職務の一つであると

いえます。

○ 選挙の際は、直接、事務に従事する、しないに関わらず、選挙の

執行への御理解と御協力をお願いします。

○ 実際に選挙事務に従事する際は、担当する事務内容の確認や打

合せなどを十分に行うとともに、適正な事務の執行を心がけてくださ

い。
21



平成29年度 新任課長研修

選挙事務と課長職の関わり

平成２９年４月２８日

市選挙管理委員会事務局

概要

１．選挙事務に職員が従事する意味、位置づけ

２．選挙事務に従事する職員への配慮

３．投票所の事務長としての役割、責任

４．問題となった事例の紹介

５．求められる心構え

1

資料２－４



１．選挙事務に職員が従事する
意味、位置づけ

選挙事務は、法の規定に則り短時間に大量の業
務を正確に行う必要があることなどから、選挙の際
は各部署、各職員の協力を得て執行しています。

これは本市固有の状況ではなく、法令上、選挙執
行の際には、選挙管理委員会の職員に加え、市長
部局等の職員の従事が予定されています（地方自治
法180の3）。

2

（参考）
平成28 年7月10日執行参議院議員通常選挙投開票事務の従事職員数等
⇒ 選挙当日の投開票事務 約2,400人の市長部局等職員が従事

１．選挙事務に職員が従事する
意味、位置づけ

選挙事務は、市職員である以上、自らの業務の一
つとしてとらえ従事することが必要です。

選挙事務にあたる職員は、職務命令等により臨時
に事務を行う者であっても、「臨時」という安易な考え
から、その事務の執行上誤りを起こさないよう忠実に
事務を行う必要があります（公職選挙法273） 。

3

《重要》

選挙事務では、事務誤りによるものであっても、訂正などを行うことが法令上
認められないケースがあります。一例として、事務従事者が誤って他の選挙の
投票用紙を交付したことにより、異なる選挙の候補者の氏名が記載され投票
箱に投函された場合であっても、一人一票の原則から再度投票用紙を交付し
てやり直しをすることや、投票箱を開け記載を訂正するようなことはできません。



２．選挙事務に従事する職員へ
の配慮

投票事務や開票事務を適正に行うためには、事前
の打合せによる従事内容の十分な理解と、物品の
用意などを含めた準備行為が重要です。

課を代表して選挙事務に従事する職員に対し、準
備に必要な時間の確保等について、御配慮をお願
いします。

4

２．選挙事務に従事する職員へ
の配慮

5

投
票
日

朝6時半頃
～夜9時頃
まで従事

【区選管主催 投票事務説明会】
・投票日の１～２週間前に開催
・事務長、庶務係主任が出席
⇒（重要）事前準備を行う
・管理者、立会人へのあいさつ
・投票所担当の各職員と打合せ
・必要物品の受領、貼紙の作成
・食事の手配
・書類の事前作成 等

公示・告示日（※）

【市民従事者へ連絡】
・設営日時
・印鑑等持参品
～施設との打合せ後速やかに～

【投票所施設との打合せ】
・あいさつ含む
・鍵の管理の確認 等

【設営】

・投票日の前日又は前々
日に2 ～3時間程度
・市民従事者への事務説
明も行う

（参考）投票所の運営に係る準備等のスケジュール

※公示・告示日は、選挙の種類により異なりますが、およそ選挙の期日14日ほど前の日です。
この日以降、正式に投票管理者が選任されたり、翌日以降期日前投票が開始されます。



３．投票所の事務長としての
役割、責任

課長自らが投票事務に従事する際は、多くの場合
「事務長」として職務にあたっていただきます。

「事務長」は、投票管理者を補佐するとともに、投
票所全体の事務を統括して円滑かつ公正・適正な投
票事務の処理及び事務従事者の指導を行うことが
求められます。

6

（参考）
平成28年7月10日執行参議院議員通常選挙における事務長に占める管
理職の状況
⇒ 全市162投票所の事務長の内、148箇所の事務長が課長級等管理職

３．投票所の事務長としての
役割、責任

7

（参考） 投票所の事務従事体制

投票管理者（1人）
（町内会等から推薦を受け
区選管が選任）

投票立会人（2人）
（町内会等から推薦を受け
区選管が選任）

◯庶務係（4人～5人※ ）
⇒市職員 ※用務員含む

・ 内１人は主任
・ 主任以外は他の係に交代
で従事

◯名簿対照係
◯投票用紙交付係
◯場内係
（5人～14人※）
⇒市民従事者
※選挙の種類、投票所の有権者数
により異なる

事務長（1人）
（投票管理者職務代
理者を兼ねます）



３．投票所の事務長としての
役割、責任

8

（参考）

投票所レイアウト例

３．投票所の事務長としての
役割、責任

「事務長」の主な役割

⇒ 準備段階では・・・

① 選管主催の事務打合せ会等へ出席する

② 投票所の従事職員による事務打合せを開催し、

各職員の役割分担等について明示する

③ 投票管理者・立会人へのあいさつを行う

④ 投票所施設へのあいさつ、打合せを行う

⑤ 投票所物品を事前に受領し、設営を行う 等 9



３．投票所の事務長としての
役割、責任

「事務長」の主な役割

⇒ 投票日当日は・・・

① 投票用紙の適正な配置などで管理者を補佐する

② 投票用紙の適正な管理（保管、二重交付、持ち

帰り及び持ち込みの防止など）

③ 受付に用いるシステム※の稼働状況の確認

④ 選挙人データを格納するＵＳＢの管理 等
※平成２９年秋の市長選挙から、受付方法を紙名簿からシステムに変更予定

10

４．問題となった事例の紹介

投票所開場時刻の遅れ
・・・ 扉の開錠を行う警備員の遅刻により、開場時刻が１０分程

度遅れた。

⇒ 施設側との打合せを行う中で、複数の開錠手段を確認、

確保しておくことが大切です。

選挙人の本人確認誤り
・・・ 家族の投票所入場整理券を持参した選挙人について、家

族としてそのまま受け付けた。

⇒ 本人確認は「○○○○（氏名）ですね」等、氏名を読み上

げ確実に行ってください。
11



４．問題となった事例の紹介

投票用紙の二重交付

・・・ 期日前投票済の選挙人に対し、投票用紙を交付した。

⇒ 受付システムですでに投票済である表示がされた選挙

人が来場した場合は、速やかに区選管へ連絡してください。

投票用紙の誤交付

・・・ 同日に執行した他の選挙の投票用紙を誤って交付した。

⇒ 投票用紙を配置する際、複数の目により正しく置かれて

いることを確認することが重要です。

12

５．求められる心構え

選挙事務は、市職員であれば自所属の業務に加
え、いつでも事務従事を求められる可能性がある基
本的職務の一つであるといえます。

特に課長級職員の皆様には、選挙の際は、直接、
事務に従事する、しないに関わらず、課員の事務従
事なども考慮の上、選挙執行への御理解と御協力を
お願いします。

実際に選挙事務に従事する際は、事務内容の確
認や打合せなどを十分に行うとともに、適正な事務
の執行を心がけてください。
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